
 

 

お問い合わせ先 学校法人産業能率大学 総合研究所 マーケティングセンター 

〒158-8630 東京都世田谷区等々力6-39-15 電話：03-5758-5117 Mail:sanno_souken@hj.sanno.ac.jp 

２０２５年度  新入社員の会社生活調査 

～生成ＡＩ活用意識編～ 

２０２５年８月 

 

 

 

 

 

 

 

 ＰＩＣＫＵＰ ＤＡＴＡ  

・生成ＡＩを活用した経験がありますか？ 

「検索や情報収集に活用」 ··· ５３.９％（昨年度比２８.０ポイント増） 

「学習や研究に活用」 ······ ３９.８％（昨年度比１６.７ポイント増） 

「特に活用した経験はない」 ·· ％（昨年度比２８.０ポイント減） 

 

本年度の新入社員を対象に、生成ＡＩを活用した経験があるか（Ｐ.８／問２・複数回答）を尋ねた結果、

最も多かったのは「検索や情報収集に活用」が５３.９％（昨年度比２８.０ポイント増）、次いで「学習や研

究に活用」３９.８％（同１６.７ポイント増）、「文章作成に活用」が３０.６％（同１４.８ポイント増）と

なりました。 

また、選択肢に設定した８項目のうち、「特に活用した経験はない」を除く全ての選択肢で、昨年度から大

幅に割合が増加しています。 

昨年度は「特に活用した経験はない」との回答が４９.７％でしたが、本年度は２１.７％に減少し、入社

時点で何らかのかたちで生成ＡＩを活用した経験のある新入社員の割合は１年で５０.３％から７８.３％へ

と大きく増加しました。入社時点で生成ＡＩの活用経験を持つ人が、１年間で大幅に増えたことが分かりま

す。 
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学校法人産業能率大学 総合研究所（所在地：東京都世田谷区）は、本年度の新入社員に対し、生成ＡＩに

対する意識についてのアンケートを実施し「２０２５年度 新入社員の会社生活調査（生成ＡＩ活用意識編）」

としてまとめました。 

調査は２０２５年３月２６日から４月１０日までに、２０２５年に就職した新入社員を対象に実施し、３

６９人から回答を得ています。 

※本資料は、2025 年７月に発表した「2025 年度（第 36 回）新入社員の会社生活調査」のうち、生成ＡＩに

関する設問を抽出・分析した特別編です。 

 調査概要  

 １． 調査対象 ２０２５年度入社の新入社員 

 

 ２． 調査時期 ２０２５年３月２６日～４月１０日 

 

   ３． 調査方法 オンラインによる回答肢選択方式 

 

   ４． 有効回答 ３６９人 

（男性２７３人・７４.０％／女性９４人・２５.５％／答えたくない２人・０.５％） 

 

   ５． 所属企業プロフィール 

 

（従業員数） １００人未満  ２０人 （ ５.４％） 

 １００人以上 ５００人未満 １０１人 （２７.４％） 

 ５００人以上 １,０００人未満 ５０人 （１３.６％） 

 １,０００人以上 １９８人 （５３.７％） 

  ３６９人  

 

（上場区分） 

 

上場企業 

 

２４７人 

  

（６６.９％） 

 非上場企業 １１０人 （２９.８％） 

 企業以外の法人・団体  １２人 （ ３.３％） 

  ３６９人  

 

（企業所在地） 

 

北海道 

 

２人 

 

（ ０.５％） 

 東 北 １３０人 （３５.２％） 

 関 東 ２０５人 （５５.６％） 

 中 部 １１人 （ ３.０％） 

 近 畿 ６人 （ １.６％） 

 中 国 １３人 （ ３.５％） 

 四 国 ０人 （ ０.０％） 

 
九 州・沖縄 

その他 

１人 

１人 

（ ０.３％） 

（ ０.３％） 

  ３６９人  
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 総 括  

 

 

本年度の新入社員は、生成ＡＩの活用が急速に広まる中で学生生活を送ってきたＺ世代です。最

近では、生成ＡＩを業務の中で活用する企業も増えており、仕事の進め方そのものが大きく変わり

つつあります。 

こうした背景をふまえ、私たちは新入社員がこれまで生成ＡＩをどのように使ってきたのか、そ

して今後どのように活用していきたいと考えているのかを調査し、「２０２５年度 新入社員の会社

生活調査（生成ＡＩ活用意識編）」としてまとめました。 

 

ChatＧＰＴやCloude、DeepSeekなどの生成ＡＩについて、どの程度知っているかを尋ねた設問で

は、「基本的なことは知っている」が６４.５％（昨年度比１３.３ポイント増）、「詳しく知ってい

る」が１３.８％（同４.２ポイント増）となり、これらを合わせると７８.３％（同１７.５ポイン

ト増）が“知っている”と回答しました（問１）。 

また、実際に生成ＡＩを活用した経験は、「検索や情報収集に活用」が５３.９％（昨年度比２８.

０ポイント増）、さらに「学習や研究に活用」したのも３９.８％（同１６.７ポイント増）となりま

した。 

この設問において設定した各選択肢における活用経験の割合はいずれも大きく増加しており、こ

の１年間で生成ＡＩの活用が急速に広がっていることがうかがえます（問２）。 

また、就職活動でも生成ＡＩが活用されており、「エントリーシートや履歴書の作成支援に活用」

した割合は、昨年度の８.９％から２２.０％へと大幅に増加しました（問３）。 

さらに、仕事における生成ＡＩの活用意向は、「必要に応じて活用を検討する」が２９.５％（昨

年度比１１.０ポイント減）、「業務のサポートとして活用したい」が４２.０％（同１１.４ポイン

ト増）、「積極的に活用し効率化や新しい価値を生み出したい」が２０.９％（同５.３ポイント増）

となりました。これら３つの選択肢を合計すると、９２.４％（同５.７ポイント増）が仕事でも生

成ＡＩの活用を前向きに考えていることが分かります（問４）。 
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 調 査 内 容 解 説  

 

★生成ＡＩ(例：ChatＧＰＴ、Cloude、DeepSeekなど)について知っている？ 

「基本的なことは知っている」６４.５％ 

「詳しく知っている」１３.８％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

ChatＧＰＴをはじめとする生成ＡＩについて、どの程度知っているか（Ｐ.７／問１・単数回答）を尋ねま

した。 

「詳しく知っている（機能や使用例に詳しい）」と回答した新入社員は昨年度比４.２ポイント増の１３.

８％、「基本的なことは知っている（何ができるか大まかに理解している）」は同１３.３ポイント増の６４.

５％でした。 

この２つの選択肢を合わせると、７８.３％が生成ＡＩについて一定程度の知識や理解があることが分かり

ます。 

一方で、「名前は聞いたことがある程度」は同１５.６ポイント減の２０.１％、「まったく知らない」は昨

年度の３.６％から１.６％へと半減しました。 

これらの結果から、生成ＡＩに対する認知度が、昨年度よりもさらに広がっていることが分かります。 

  

13.8%

9.6%

64.5%

51.2%

20.1%

35.7%

1.6%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2025年度
(n=369)

2024年度
(n=563)

生成ＡＩについて知っている〔2024－2025年度〕

詳しく知っている（機能や使用例に詳しい）

基本的なことは知っている（何ができるか大まかに理解している）

名前を聞いたことがある程度

まったく知らない

合計７８.３％ 
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★就職活動において生成ＡＩを活用したか？ 

「エントリーシートや履歴書作成に活用」２２.０％ 

  「面接の準備に活用」１２.７％ 

生成ＡＩの認知度が新入社員の間でも高まっている中、就職活動において活用したか（Ｐ.９／問３・複数

回答）を尋ねたところ、「エントリーシートや履歴書の作成支援に活用」と回答した割合は２２.０％で、昨

年度の８.９％から１３.１ポイント増加しました。 

続いて「面接準備や模擬面接に活用」が１２.７％（昨年度比８.４ポイント増）、さらに「企業情報の収集

や研究に活用」が１２.５％（同６.６ポイント増）となっており、いずれの項目も昨年度を大きく上回って

います。 

一方、「特に活用しなかった」との回答は６３.１％で、昨年度の８５.６％から２２.５ポイント減少して

いるものの、約６割は就職活動には生成ＡＩを利用していないという結果でした。 

これらの結果から、就職活動における生成ＡＩの活用は広まりつつありますが、就職活動での活用に対し

てはなお一定のハードルが残っていることもうかがえます。 
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★仕事において、生成ＡＩをどのように活用したいか？ 

「業務のサポートとして活用」４２.０％ 

  「必要に応じて活用を検討」２９.５％ 

 今後の仕事において、生成ＡＩをどのように活用したいか（Ｐ.１０／問４・単数回答）を尋ねました。 

「業務のサポートとして活用したい」と回答した実務派が４２.０％で最も多く、昨年度の３０.６％から

１１.４ポイント増加しました。一方、昨年度最も多かった「必要に応じて活用を検討する」という臨機応変

派は４０.５％から２９.５％へと１１.０ポイント減少しています。 

また、「積極的に活用して効率化や新しい価値を生み出したい」とする積極派も２０.９％となり、昨年度

から５.３ポイント増加しました。これら実務派と積極派を合わせると、６２.９％（昨年度比１６.７ポイン

ト増）となり、生成ＡＩを積極的かつ実務的に業務で活用したいと考える新入社員が増えていることが分か

ります。 

さらに、３つの選択肢（実務派・臨機応変派・積極派）を合わせると、９割以上の新入社員が生成ＡＩを

業務で活用する意向を示しています。 

 

★「生成ＡＩの活用未経験者」の仕事での活用意識は？ 

“活用したい意向” 計７８.８％ 

 

 

 

 

 

 

また、前出の「生成ＡＩを活用した経験があるか」（Ｐ.８／問２・複数回答）を尋ねた結果で、「特に活用

した経験がない」と回答した２１.７％の新入社員に対し、仕事での活用意向をクロス集計した結果、７８.

８％が活用したいとする選択肢を選びました。これまで生成ＡＩを活用したことがなくても、今後の仕事で

は、必要に応じて活用したいという意向があることが分かりました。 

Ｚ世代にあたる本年度の新入社員にとって、生成ＡＩはますます身近な存在となりつつあり、生成ＡＩを

業務に役立つツールとして前向きに捉えていることがうかがえます。 
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40.5%
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13.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2025年度
(n=369)

2024年度
(n=563)

仕事での生成ＡＩの活用〔2024－2025年度〕

積極的に活用して効率化や新しい価値を生み出したい

業務のサポートとして活用したい

必要に応じて活用を検討する

特に活用する意向はない

合計６２.９％ 

7.5% 23.8% 47.5% 21.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

生成ＡＩの活用未経験者の仕事での活用意識

積極的に活用して効率化や新しい価値を生み出したい 業務のサポートとして活用したい

必要に応じて活用を検討する 特に活用する意向はない (n=80) 
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新入社員の会社生活調査 

（生成ＡＩ活用意識編）データ集 

※「データ集」における経年比較は、 
その質問を開始した年度以降のデータを可能な限り記載しています。 
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問１．生成ＡＩ（例：ChatＧＰＴ、Claude、DeepSeek、Grokなど）についてどの程度知って
いますか？（１つ選択） 

                                     （n=369） 
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まったく知らない
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経年比較：2024－2025年度

詳しく知っている（機能や使用例に詳しい）

基本的なことは知っている（何ができるか大まかに理解している）

名前を聞いたことがある程度

まったく知らない
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問２．生成ＡＩを活用した経験がありますか？（複数回答可） 
 
                                     （n=369） 
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問３．就職活動において、生成ＡＩを活用しましたか？（複数回答可） 
 

                                     （n=369） 
 

  

22.0%

12.7%

12.5%

63.1%

8.9%

4.3%

5.9%

85.6%
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エントリーシートや履歴書の作成支援に活用

面接準備や模擬面接に活用

企業情報の収集や研究に活用
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特に活用しなかった
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問４．仕事において、生成ＡＩをどのように活用したいですか？（１つ選択） 
 

                                     （n=369） 

 
 

 

積極的に活用して効率化や
新しい価値を生み出したい

20.9%

業務のサポートとして
活用したい

42.0%

必要に応じて活用を
検討する
29.5%

特に活用する意向はない
7.6%

20.9%

15.6%

42.0%

30.6%

29.5%

40.5%

7.6%

13.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2025年度
(n=369)

2024年度
(n=563)

経年比較：2024－2025年度

積極的に活用して効率化や新しい価値を生み出したい

業務のサポートとして活用したい

必要に応じて活用を検討する

特に活用する意向はない



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２０２５年度 

新入社員の会社生活調査（生成ＡＩ活用意識編） 

 

 

２０２５年８月 

 

学校法人産業能率大学 

〒158-8630 東京都世田谷区等々力6-39-15 

TEL：03-5758-5117 

（総合研究所 マーケティングセンター） 

 

 


